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§１ はじめに 

本研究では，環境負荷低減に取り組む住宅の現状を把

握し，環境負荷低減を目的とした取り組みを普及促進す

るために必要とされる要因を分析する。既往文献の調査

を基に環境共生住宅で行われている環境負荷低減を目指

した手法を抽出し，事例の条件などと対応させて，それ

ぞれの取り組みにおける特徴を探る。 
§２ 事例分析に基づいた取り組みの評価 

環境負荷低減を目指す住宅の現状を知るために，環境

共生住宅 34 事例を取り上げ，文献 1,2)などを中心に竣工時

期・所在地・規模・コンセプト・特徴・事後評価・取り

組みなどについて調査した。特に，地球環境に直接影響

を及ぼす取り組みの採用状況に着目した。表１の縦軸に

示すようなかたちで各手法を負荷低減の目的に基づいて

整理した。この分類に基づいて，各取り組みの採用状況

に着目し，事例数をカウントした結果を右欄に付記した。 
表より，取り組みによって採用数にばらつきがあるこ

とがわかる。太陽光発電・通風の拡大・地表緑化・雨水

利用・透水性舗装・ビオトープは，20 事例程度の採用が

あった。太陽光発電は，技術開発の進展により価格が低

下し，発電効率等の基本性能があがっている。また，補

助金制度が設けられていることなどによって，普及が促

されているものと考えられる。一方雨水利用，透水性舗

装，緑化は，環境共生住宅認定制度の必須要項とされて

おり，主流な取り組みとなっているものと推察できる。 
また，集合住宅と戸建住宅で採用数が異なる取り組み

もある。集合住宅と比較して，戸建住宅で採用数の多い

取り組みは，高気密化，高断熱化，高効率機器，自然素

材の使用，構造体の保存，低ホルムアルデヒドが挙げら

れる。全体として住宅内部の環境を意識した，各戸が独

立して行える取り組みが多い。一方，集合住宅での採用

数が多い取り組みは，建物配置，太陽光発電，通風の拡

大，ビオトープ，緑化，樹木の保存，透水性舗装が挙げ

られる。特に緑化は，戸建住宅では少数の事例でしか取

り入れられていないのに対して，集合住宅ではほぼ全て

の事例で積極的に取り入れられており，顕著な差がみら

れる。全体として，集合住宅では周辺環境へも影響を及

ぼすような住宅外部での取り組みが多い。 

 
表１ 環境負荷低減の取り組みと採用事例数 

地域による採用数の差は，エネルギー負荷低減に関す

る手法に現れており，高気密・高断熱は，北の地域での

採用率が高く，逆に南の地域では低い傾向にあった。太

陽光発電は，北海道ではほとんど採用されておらず，通

風の拡大は，関東より南の地域での取り組みが多い。 
次に，取り組みと事例の関係性を深く掘り下げるため

に，各事例でそれぞれの取り組みがどのように試みられ

ているかを調査した。比較的詳しい情報が得られた事例

を分析した結果，同じ手法でも，具体的な取り組み方に

取 り 組 み 戸 建 集 合 合 計
高 気 密 化 9 2 1 1
高 断 熱 化 9 5 1 4

高 効 率 機 器 ・器 具 4 1 5
廃 熱 利 用 0 2 2

室 内 熱 循 環 4 1 5
計 画 換 気 3 4 7

深 夜 電 力 利 用 1 0 1
日 射 遮 蔽 6 4 1 0

地 場 産 材 の 使 用 3 4 7
国 産 材 の 使 用 1 0 1

人 感 セ ン サ 自 動 点 灯 0 2 2
省 エ ネ コ ミュ ニ テ ィ 0 1 1

建 物 配 置 1 7 8
燃 料 電 池 0 1 1

太 陽 光 発 電 8 1 5 2 3
風 力 発 電 2 6 8

通 風 の 拡 大 7 1 3 2 0
自 然 光 の 拡 大 8 8 1 6
微 気 象 の 利 用 0 1 1

フ ラ ッ ト ビ ー ム 構 造 0 1 1
Ｏ Ｍ ソ ー ラ ー シ ス テ ム 3 2 5

パ ッ シ ブ ソ ー ラ ー シ ス テ ム 6 6 1 2
地 表 緑 化 （駐 車 場 含 む ） 7 1 5 2 2

屋 上 緑 化 4 1 0 1 4
テ ラ ス 緑 化 0 8 8
壁 面 緑 化 2 7 9

雑 木 林 の 再 生 0 2 2
菜 園 1 8 9

N o ｘ削 減 低 Ｎ Ｏ ｘ 0 1 1
脱 フ ロ ン 自 然 素 材 の 使 用 11 4 1 5

建 設 副 産 物 の 削 減 4 4 8
分 別 収 集 0 4 4

生 ご み 処 理 4 9 1 3
廃 棄 時 の 低 負 荷 建 材 0 1 1

脱 塩 ビ 1 0 1
廃 材 の 再 利 用 6 5 1 1

再 生 材 へ の 転 用 1 2 3
シ ス テ ム ビ ル デ ィン グ 0 1 1

間 取 り 変 更 可 能 0 2 2
Ｓ Ｉ分 離 0 1 1

耐 久 性 ・耐 震 性 5 6 1 1
落 ち 葉 コ ン ポ ス ト化 0 1 1

構 造 体 の 保 存 3 0 3
樹 木 の 保 存 2 1 0 1 0

未 利 用 材 の 活 用 3 3 6
メ ン テ ナ ン ス 窓 口 0 1 1

節 水 型 機 器 0 4 4
井 戸 （地 下 水 利 用 ） 0 3 3

上 水 の 併 用 2 0 2
中 水 利 用 4 2 6
雨 水 利 用 10 1 2 2 2

透 水 性 舗 装 5 1 6 2 1
雨 水 砕 石 貯 留 層 0 1 1
雨 水 浸 透 トレ ン チ 1 1 2

非 舗 装 1 1 2
郷 土 種 の 植 林 3 2 5

ビ オ トー プ 5 1 5 2 0
生 物 浄 化 水 路 0 1 1

汚 水 の 自 家 処 理 2 1 3
空 気 環 境 低 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 6 3 9
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は様々なパターンがあり，地域性や気候風土，負荷低減

の目的，構造，敷地条件などによって異なる取り入れ方

がなされていることがわかった。 
例として緑化を挙げると，敷地面積が広く，スペース

に余裕がある事例では地表緑化を行えるが，都心の住宅

などはスペースが狭いため，地表だけでは満足な緑化が

できない。そのため，壁面緑化や屋上緑化が有効な手段

となっている。さらに壁面緑化や屋上緑化は，夏場の室

内温度上昇の緩和，断熱性向上，美観への貢献などのメ

リットもあり，それらを考慮して採用されていた。 
一方風力発電は，発電効率が悪くても，シンボル的な

要素が強いという理由で採用されている事例もある。ル

ミナス武蔵小金井では太陽電池と比較して風力発電の方

が電力の用途を認知している住戸が多くなっており 3)，風

力発電には視覚的に居住者の関心を高める効果があるこ

とがわかる。一方太陽光発電の理解と関心を高める工夫

として，長峰杜の一番街～五番街では気温・湿度を表示

する太陽電池を利用したモニュメントの設置，相模原市

営上九沢住宅では駐車場などでの発電量のパネル表示な

どが行われている。しかし，太陽光・風力発電で作り出

した電力は，環境負荷低減を目的として取り入れた雨水

利用やビオトープなどの水循環に使用されている事例が

多く，日常的に住戸から発生するエネルギー負荷を低減

するという積極的な役割には至っていない。 
このように，現状では実質的な環境負荷低減に至って

いない取り組みもあり，実験的な取り組みの採用や，ユ

ーザーに対する環境共生の意識啓発を目的とした取り組

みの採用段階にとどまっている現状がうかがえる。 
これらの取り組みの採用状況からみた事例の特徴を表

２のように分類した。環境負荷全般に対して総合的に取

り組みを行っている事例や，限定した環境負荷に対して

集中的に手法を採用している事例の両方をみることがで

きる。その中でも周辺環境・地域特性を活かすことを計

画の柱として，取り組みを採用している事例が多い。 

表２ 取り組みからみた各事例の特徴 

§３ 取り組みの普及要因とその背景 
事例分析から抽出した，取り組みの採用にかかわる要

因を表３に示す。基本性能が低いものとイニシャルコス

トが高いものの採用数が少ないことから，基本性能とコ

ストは採用要因の第一条件として位置づけられる。しか

しコストが高く基本性能が低い手法でも，ユーザーへの

意識啓発力や還元性，日常生活への馴染みやすさ，健康

に対する影響など，人間に対する働きかけが強いという

理由から採用されている事例があり，基本性能・コスト

だけが採用の決定要因になるわけではないことがわかる。 
表３ 取り組みの採用にかかわる要因 

一方現状として，本来の目的である環境負荷低減の効

果は重視されていない傾向にある。これはユーザーの環

境問題に対する本質的な問題意識の不足，効果のほとん

どが情報として一般に開示されていない現状などが理由

と考えられる。効果がどれほどなのか，という客観的情

報が不足しているため，ユーザーはコストや基本性能な

どでしか取り組みを比較することができない。ユーザー

が地球環境負荷低減の目的に応じて取り組みを選択でき

るようにするためには，本質的な効果と維持管理も含め

たランニングコストなどに関するデータを，広くわかり

やすく開示することが求められる。 
§４ おわりに 
環境負荷低減に取り組む住宅の現状は，環境負荷低減

の効果を追求する段階ではなく，ユーザーの環境に対す

る意識啓発が必要とされる段階にとどまっていることが

わかった。今後，取り組みを普及していくには技術面と

コスト面でユーザーが取り入れやすいものにしていくと

ともに，ユーザーに対する働きかけとして環境に対する

問題意識の啓発や，具体的な効果を含めた取り組みに関

する情報開示が必要である。 
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集合住宅 戸建住宅
アーベイン朝霞根岸台セゾンヒルズ 南雄三邸
環境共生型住宅団地・ひまわり村 燦窓の家
グローブコート大宮南中野 国分寺の家
ガーデンプラザ新検見川
マテール穴生

I邸
川沿いの三角屋根

諏訪野 欅の家
茨城県営笠間アパート 糸満兼城
県営三芳北永井森の里団地 石井の家
美深町つくし団地
経堂の杜 市橋新邸

仲本邸
篠原町の家
アクティブエコハウス
東松原

下関・一の宮県営団地
アーベインビオ春日
世田谷区深沢環境共生住宅
ドーミー柴崎
センチュリースクエア香久山
長峰杜の一番街～五番街
ＮＥＸＴ２１ ちきゅう村の家

エコステーションかるがも館

構造体の保存、廃材
の再利用
通風・自然光の拡
大、地場産材の使用

菜園、ビオトープ、風
力発電
太陽光発電、ビオ
トープ、屋上緑化

パッシブソーラー、通
風・自然光の拡大、
日射遮蔽
高気密高断熱、太陽
光発電、雨水利用
地表緑化、ビオトー
プ、樹木の保存
生ゴミ処理、ゴミの分
別収集、日射遮蔽

意識付け

実験

パッシブデザイン

アクティブデザイン（設備）

自然環境の保存・再生

特徴的な取り組み

周辺環境・地域特性を
活かす

省資源・資源の保存

コミュニティ＋住民参加

　　　事例

総合的な取り組み

住宅性能の向上

計画の特徴

広範囲にわたる採用

耐久性・耐震性、バ
リアフリー

シンボルとしての位置付け (風力発電、緑化 ）

イニシャルコストが安い （パ ッシブソーラー 、太陽光発電 ）

補助金制度がある（太陽光発電 ）

電気代の節約になる（太陽光発電 ）

居住者の生活に馴染みやすい (パ ッシブソーラー ）

製造時の環境負荷を回収できる (太陽光発電 ）

イニシャルコストが高い （風力発電、燃料電池、OMソーラー ）

開発不足 (風力発電、燃料電池 ）

基本性能が充実していない (風力発電、燃料電池 ）

コス トと性能のバランスが悪い (風力発電 ）

ランニングコストがかかる（生ごみ自家処理 ）

スペース的問題 （燃料電池、生ごみ自家処理 ）

安全性に対する不安 （燃料電池 ）

騒音問題 (風力発電 ）

臭いが発生する(生ごみ自家処理 ）

ユーザーの間違った認識がある（S I住宅 ）

取り入れら
れている
理由

取り入れら
れていない
理由
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